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■ 売上高 （単位：百万円） ■ 経常利益 （単位：百万円） ■ 親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益（単位：百万円）

第2四半期　　　通期

株主の皆様へ To Our Shareholders

業績ハイライト

株主の皆様には平素より格別のご支援を賜り厚くお礼申し上げます。
さて、当社グループの第77期上半期（2022年4月1日から2022年9月30日まで）の
事業の概況につきまして、ここにご報告申し上げます。
当上半期におけるわが国経済は、ウィズコロナへの新たな段階への移行が進
められる中、企業収益は一部に弱さがみられるものの総じて改善の動きがみら
れます。個人消費、設備投資、雇用情勢に持ち直しの動きがみられ、景気全体が持
ち直していくことが期待されております。
一方で世界の景気は、一部の地域において足踏みがみられるものの、持ち直し
の動きがみられます。わが国は、景気が持ち直しつつありますが、ウクライナ情
勢の不透明感が続いており、エネルギー価格、原材料価格の上昇や供給面での制
約、企業物価指数や消費者物価指数の上昇など、当社グループを取り巻く環境は
予断を許さない状況が続いております。
このような状況の中、当社グループは一定の需要に対し安定して製品供給す
べく事業活動を継続し、自動車補修用市場でのシェアの拡大を図るため、顧客
ニーズに沿った環境対応型塗料や高機能性塗料で販路拡大に注力するとともに、
大型車両分野や工業用分野などの新規市場開拓や建築用塗料の受注拡大に向け、
営業活動を展開いたしました。また、原材料価格や物流コスト上昇分を吸収すべ
く、あらゆるコスト削減に注力しながら一部を販売価格に転嫁し、収益向上に努
めてまいりました。
その結果、当第2四半期連結累計期間の売上高は、37億15百万円（前年同四半期
比1.6％増加）となりました。また、利益面におきましては、営業利益は2億48百万円（前年同四半期比15.9％減少）、経常利益は2億98
百万円（前年同四半期比14.9％減少）、親会社株主に帰属する四半期純利益は2億円（前年同四半期比17.3％減少）となりました。
当社グループといたしましては、新型コロナウイルス感染症の再拡大等が懸念される中、アフターコロナに備えて様々なニー
ズに応えるべく、より一層の経営効率化を推進し、新製品の開発や新たなサービスの提供に全力をあげ、業績の向上に邁進する所
存でございます。
中間配当金につきましては、9月30日現在の株主様の持株数に対し、1株当たり25円とし、12月9日にお支払いすることに決めさ
せていただきましたので、よろしくご了承賜りますようお願い申し上げます。
株主の皆様におかれましては、今後ともなお一層のご支援、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

2022年12月

取締役社長　

北村 倍章



四半期連結貸借対照表 四半期連結損益計算書

四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円）（単位：千円）

（単位：千円）

連結財務諸表 Consol idated Financial  Statements

科目 当第2四半期末
2022年9月30日現在

前期末
2022年3月31日現在

資産の部

流動資産 10,378,497 10,376,532

固定資産 9,156,442 8,766,603

有形固定資産 2,726,364 2,720,962

無形固定資産 31,192 33,239

投資その他の資産 6,398,887 6,012,402

資産合計 19,534,939 19,143,135

負債の部

流動負債 2,240,859 2,026,371

固定負債 1,026,420 1,005,369

負債合計 3,267,279 3,031,740

純資産の部

株主資本 15,633,391 15,481,579

資本金 1,290,400 1,290,400

資本剰余金 1,210,130 1,210,130

利益剰余金 13,311,585 13,159,651

自己株式 △ 178,724 △ 178,602

その他の包括利益累計額 241,556 242,549

その他有価証券評価差額金 241,556 242,549

非支配株主持分 392,713 387,267

純資産合計 16,267,660 16,111,395

負債純資産合計 19,534,939 19,143,135

科目
当第2四半期（累計）
2022年4月 1日から
2022年9月30日まで

前第2四半期（累計）
2021年4月 1日から
2021年9月30日まで

売上高 3,715,484 3,655,773

売上原価 2,599,323 2,527,424

売上総利益 1,116,161 1,128,349

販売費及び一般管理費 868,607 834,040

営業利益 247,554 294,309

営業外収益 53,388 60,353

営業外費用 3,171 4,631

経常利益 297,771 350,031

特別損失 3,044 －

税金等調整前四半期純利益 294,727 350,031

法人税、住民税及び事業税 96,471 95,741

法人税等調整額 △ 9,226 6,813

四半期純利益 207,482 247,477

非支配株主に帰属する四半期純利益 7,893 6,222

親会社株主に帰属する四半期純利益 199,589 241,255

科目
当第2四半期（累計）
2022年4月 1日から
2022年9月30日まで

前第2四半期（累計）
2021年4月 1日から
2021年9月30日まで

営業活動による
キャッシュ・フロー 298,481 197,627

投資活動による
キャッシュ・フロー △ 205,162 237,369

財務活動による
キャッシュ・フロー △ 54,061 △ 54,601

現金及び現金同等物の
増減額（△は減少） 39,258 380,395

現金及び現金同等物の
期首残高 3,332,612 3,183,271

現金及び現金同等物の
四半期末残高 3,371,870 3,563,666



会社情報 Corporate Prof i le

清稜監査法人

ネットワーク

会計監査人

本社
営業企画部

名古屋支店

滋賀工場

札幌駐在所

福岡支店

広島駐在所

大阪支店

仙台出張所

東京支店

社 名 イサム塗料株式会社
英 文 社 名 Isamu Paint Co., Ltd.

設 立 年 月 1947年7月
資 本 金 12億9,040万円
従 業 員 数 194名
事 業 内 容 塗料、塗装用機械器具の製造販売および

塗装工事請負
本 社 〒553－0002

大阪市福島区鷺洲二丁目15番24号
電話　06-6458-0036

事 業 所 滋賀工場　　営業企画部
東京支店　　大阪支店
名古屋支店　福岡支店
仙台出張所　札幌駐在所
広島駐在所

連結子会社 イサムエアーゾール工業株式会社
明勇色彩株式会社
イサム土地建物株式会社
進勇商事株式会社

会社の概要

役員の状況

（2022年9月30日現在）

（2022年9月30日現在）

取締役社長 北 村 倍 章
取 締 役 角 井 和 夫
取 締 役 深 田 修 也
取 締 役 山 𥔎 昌 之
取 締 役（常勤監査等委員）横 江 喜 夫
社外取締役（監 査 等 委 員）澤 田 直 樹
社外取締役（監 査 等 委 員）樫 元 雄 生

■ 詳しいIR情報は、ホームページでご覧いただけます。

h t tps : / /www. i samu .co . j p /



安心・安全・高品質な
自動車補修システムの販売強化
世界的にサステナブルな経営が求められる中で、自動車補
修業界においてもサステナビリティを意識した良好な経済
活動が求められております。また、ボデーショップで働く
作業者の健康と安全を第一に考えた「作業環境の改善」と
各工程における「作業効率向上」も求められております。
当社では作業者の安全のために2020年に確立した水性塗
装システム「ISAMU WATER STYLE」の販売強化を進め、
ボデーショップの課題解決に努めてまいります。

製品およびトピックス

工業分野向け
「ハイアート」シリーズの販売強化
工業分野において多くの実績を誇る2液型アクリルウレタ
ン樹脂塗料「ハイアート5000」に新たなラインナップを
追加いたしました。近年、工業用市場では塗装時の工程短
縮やコストダウンの要望が高まっております。その要望に
対応すべく「ハイアート5000　プライマーレス仕様」を
開発し、工程短縮を実現する新しい工法をラインナップに
加えました。長年実績のある「ハイアート5000」をシリー
ズ化し工業用市場の新規開拓に積極的に取り組みます。

Topics



株式の状況 & 株主メモ Stock Information & Shareholder Memo

発行可能株式総数 9,600,000株

発行済株式の総数 2,000,000株
（自己株式93,835株を含む。）

株主数 847名
単元株式数 100株

■ 株式の状況

■ 大株主の状況（上位10名）

事 業 年 度
定時株主総会
株主確定基準日

公 告 方 法

株主名簿管理人
特別口座の口座管理機関
郵便物ご送付先

お問い合わせ先

ホームページURL

毎年4月1日から翌年3月31日まで

6月
定時株主総会・期末配当金 3月31日
中間配当金 9月30日
電子公告
https://www.isamu.co.jp/ir/notification

三菱UFJ信託銀行株式会社 

〒541－8502
大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
三菱UFJ信託銀行株式会社　大阪証券代行部

0120-094-777（通話料無料）
（受付時間：土･日･祝祭日を除く平日9:00～17:00）

https://www.tr.mufg.jp/daikou/

【ご案内】
1. 単元未満株式の買増制度について
単元未満株式（100株未満の株式）をご所有の株主様は、
お手元の単元未満株式を1単元（100株）となるよう買
増し請求することができます。
また、単元未満株式について買取り請求することもでき
ます。

2. 株主様の住所変更、買取・買増請求その他各種お手続
きにつきましては、原則、口座を開設されている口座管
理機関（証券会社等）で承ることとなっております。口
座を開設されている証券会社等にお問い合わせくださ
い。株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取扱
いできませんのでご注意ください。

3. 特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつき
ましては、三菱UFJ信託銀行が口座管理機関となってお
りますので、上記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ
信託銀行）にお問い合わせください。なお、三菱UFJ
信託銀行本支店にてもお取次ぎいたします。

4. 未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本
支店でお支払いいたします。

株主メモ
（2022年9月30日現在）

847名

2,000,000株

10,000株以上
20名（2.36％）

■ 所有株式数別株主分布状況

1株～99株
189名（22.31％）

金融機関
55,800株（2.79％）

その他国内法人
293,816株
（14.69％）

証券会社
5,107株（0.25％）

1,000株～9,999株
108名（12.75％）

100株～999株
530名（62.58％）

外国人
67,135株（3.36％）

個人・その他
1,484,307株（74.22％）

自己名義株式
93,835株（4.69％）

■ 所有者別株式分布状況

（注）１．  当社は、自己株式を93,835株保有しておりますが、上記大株主からは除外しております。
２．持株比率は自己株式を控除して計算しております。

株主名 持株数（千株） 持株比率（%）

北 　 村 　 初 　 美 443 23.25
北 　 村 　 　 　 健 442 23.19
イ サ ム 塗 料 栄 勇 会 248 13.06
内 　 藤 　 征 　 吾 59 3.14
第 一 生 命 保 険 株 式 会 社 53 2.79
光 通 信 株 式 会 社 33 1.77
長 瀬 産 業 株 式 会 社 33 1.75
石 原 産 業 株 式 会 社 24 1.25
イ サ ム 塗 料 従 業 員 持 株 会 23 1.23
株 式 会 社 ダ イ セ ル 21 1.13


